


要約:多胎育児をとりまく家庭,医療,社会福祉状況の把握のため,多胎児を出産した母親に

多胎妊娠,分娩に対する感情,育児に関する実態と意識調査を行ない,同様の調査を新生児

集中治療を受け退院した児の母親に行ない比較し'多胎育児の問題点の抽出を試みた.多胎

妊娠の母親は妊娠への不安を持つことがより多い.多胎への育児援助は単胎より多くなさ

れていたが,多胎児の母の精神的.肉体的疲労はより強く長期にわたる傾向があった.この

疲労は育児の楽しさや充実感と逆相関していた.また,人生設計の変更を余儀なくされたと

感じたり'経済的負担や住居への不満をもつことがより多かった.育児支援は家族.親戚が

主になってなされており,医療,社会,福祉からの的確な情報提供,支援はまだ十分になされ

ておらず今後の課題である.


